
 

 

 
      (公財)兵庫県まちづくり技術センター 

「令和５年度第 3 回まちづくり専門家会議」 
  「令和 4 年度・5 年度 まちアップ支援事業派遣報告会」のご案内 

 

まちづくり技術センターでは、住民主体のまちづくりを推進する市町への支援として、アドバイザー

（まちづくり専門家）派遣事業を実施しています。 

これと併せて、今年度より、まちづくり専門家の業務内容や専門知識、解決能力を直に感じ取って頂

くとともに交流の場として、「まちづくり専門家会議」を開催しています。 

まちづくり専門家会議では、講演での専門家からの説明、質疑応答だけではなく、専門家同士の意見

交換に市町の担当者を交えるなど工夫を凝らした「トークセッション」のコーナーをこの度新設しまし

た。専門家を知り、その業務を理解していただき、地域のまちづくりに活用していただきたいと考えて

います。 

また、今回は「令和 4 年度・5 年度 まちアップ支援事業派遣報告会」も併せて開催します。 

次のとおり専門家会議、報告会を開催しますので、みなさまの積極的なご参加をお待ちしております。 

 

 ◆日 時     令和６年 2 月 2２日（木）13:30 ～ 16:45（受付開始：13:00） 

  ◆場 所     まちづくり技術センター大会議室（神明ビル３F）（定員 30 名） 

Zoom によるリモート参加可（定員制限なし） 

  ◆参 集     ①市町 まちづくり担当等         

        ②まちづくり専門家バンク登録者      

  ◆参加費     無 料 

  ◆申込み     電子メールで件名を「専門家会議参加」として所属･氏名･連絡先、会場 or リモートを選

択して、メール送信（メールアドレスmachicen@hyogo-ctc.or.jp）願います。 

（先着順）  リモート参加者には追って、ミーティングルーム URL を送信します。 

  ◆問合せ先   公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター まち計画課 担当 豊嶋 尾崎 

〒650-0023  神戸市中央区栄町通 6 丁目 1-21  神明ビル 5Ｆ 

TEL 078-367-126０   FAX 078-367-1229 

 

 

13:30   《開  会》   

 

13:35   《講  演》※(1)は令和４・５年度まちアップ支援事業派遣報告会（リモート） 

(1) 講師 松原 永季氏（有限会社 スタヂオ・カタリスト） 

「高砂市北脇地区の派遣報告」   

(2) 講師 絹原 一寛氏 （株式会社 地域計画建築研究所）        

「既成市街地の再生へ、官民連携はどうあるべきか」    

(3) 講師 若狭 健作氏 （株式会社 地域環境計画研究所） 

       「ローカルプロジェクトの作り方」     

※講演毎に 15 分間程度、最後に全体を通しての質疑応答やの時間を設けます。 

 

16:10  《トークセッション》   松原 永季氏 絹原 一寛氏 若狭 健作氏 会議出席者のみなさん 

16:45  《閉  会》 

 

 

MAP 

ウラ面もご覧下さい 

https://www.google.co.jp/maps/place/%E5%85%AC%E7%9B%8A%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E3%81%BE%E3%81%A1%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E6%8A%80%E8%A1%93%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC/@34.6838603,135.1817372,20.25z/data=!3m1!5s0x60008dd7f7a01aab:0x71fa3a906ae01242!4m6!3m5!1s0x60008f0409055555:0x69720ddf6c4aaef9!8m2!3d34.6838224!4d135.1820247!16s%2Fg%2F11cn96tvl9?entry=ttu


講演にあたって一言コメント、報告の概要 

講師の方々から、講演内容について事前に一言コメントを頂きました。また、報告
会については、事業概要を掲載します。参加にあたっての参考にしてください。 

なお、講師のプロフィール等については、当センターweb page に掲載の「まちづ
くり専門家バンク登録専門家一覧表」をご覧ください。（右の QR コード、または、
https://www.hyogo-ctc.or.jp/ctc /business/land/land_5_1.html ） 

絹原 一寛氏 「既 成 市 街 地 の再生 へ、官民 連 携 はどうあるべきか」 

まちづくりは更地開発から既成市街地へ、開発型から管理運営型にシフトし、その主体も
行政から住民、事業者など民間へと軸足が移っています。それぞれの場所の魅力を磨き、個
性を発揮し、知恵を絞って地域をプロデュースするまちづくりがスタンダードとなってきて
います。 

このような中で、官民がそれぞれの役割を発揮し、地域の将来像・目標を共有しながら、
専門的な知識・経験を総動員して課題の解決や魅力の伸⾧を後押しするコーディネートが
我々に求められていると考えます。加えて、それが持続的なものとして続いていくような仕
掛け（コアとなる人材づくり、資金が循環する事業計画づくり、外部協力主体のコーディネー
トなど）も不可欠です。

大阪・御堂筋などで取り組んでいる例をご紹介しつつ、パートナーシップの望ましい形を
皆さんとディスカッションしたいと思います。 

若狭 健作氏 「ローカルプロジェクトの作り方」 

プランナー、コンサルタントとしてさまざまな地域の計画づくりやプロジェクトの立ち上
げをお手伝いするかたわら、尼崎市を拠点にローカルな活動（というか遊び）に勤しんでき
ました。 

雑誌づくり、学校ごっこ、カラオケ大会、飲食店や古書店の運営といった経験の中で、地
元の人たちに公共性や社会性といった「意味」や「意義」を伝えるためには、硬いことを柔
らかく伝えるマナーや、街で起こっている事象を自分ごととして捉えることができる想像力
が必要だと日々学んでいます。講演ではこれらの活動で大切にしている視点を紹介しながら、
専門家として市民の自発的で主体的な動きを生み出すためにはどうすればいいのか、ともに
考える時間になればと思います。 

「高 砂 市 北脇 地 区の派 遣 報 告 」 

地区名:高砂市北浜町北脇地区（検討エリア面積約６ha） 
派遣期間:令和 2 年度～令和４年度 専門家派遣 コンサル派遣 
地区概要:北脇地区は山陽大塩駅から北に１km 弱の距離に位置する密集市街地です。区

域内の道路は、幅員４ｍ程度で、ボトルネック区間もある狭小道路であることか
ら緊急自動車の進入等安全性や環境等に問題を抱えています。そのため、住宅等
の建て替えや転入も進まず、空き家が増加しています。 

事業内容:上記の区域状況に懸念を抱いた地域住民の相談を受けて、市は高砂市まちづく
り推進条例に基づき、同市まちづくり活動支援制度（専門家派遣等）の活用に向
けて、取り組み体制づくりやまちづくり取り組み方針の検討、先行取り組みエリ
ア抽出など制度活用の準備段階を当センターの専門家派遣で支援しました。
現在は先行検討エリアを中心に取り組みを進められているところです。

https://www.hyogo-ctc.or.jp/ctc/business/land/land_5_1.html

